
 

 

  

中遠の古刹 真言宗西楽寺Ⅱ 

高平山 
袋井市歴史文化館 令和２年度企画展 

袋井市春岡に所在する、真言宗の古刹、安養山西楽寺。 

西楽寺には、江戸時代から明治に至る、4000 点余りの古文書が残されています。 

西楽寺文書を、４つの重要なテーマで紹介する、全４回の展示シリーズ。第２回は、西楽寺の奥院、高平山

遍照寺（森町飯田に所在）を紹介します。テーマは、西楽寺と地域との関わりです。 

高平山の史料は、西楽寺文書中に残されているものが唯一です。今回の調査で、高平山に関する新たな知

見が得られるとともに、高平山が、西楽寺の、地域と関わる活動や、遠州における活動の拠点であることが分

かりました。 

高平山には、東海地方最大級の青銅製大日如来（大仏）があります。高平山遍照寺の成立や、高平山大仏建

立の経緯を紹介しながら、西楽寺の、地域との関わりや地域振興の活動を紹介します。 



 

  
最
も
信
頼
で
き
る 

高
平
山
成
立
期
を
伝
え
る
史
料 

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
八
月
十
五
日
に
作
成
さ
れ
た
『
西

楽
寺
本
末
帳
』
で
、
初
め
て
高
平
山
遍
照
寺
は
、
西
楽
寺
の

「
門
徒
」
と
し
て
寺
社
奉
行
に
届
け
出
ら
れ
ま
し
た
（
西
楽

寺
文
書
近
世
八
〇
三
号
、
一
〇
一
四
号
）。 

近
世
新
義
真
言
宗
で
い
う
「
門
徒
寺
院
」
と
は
、
印
可
法

流
を
相
承
し
て
い
な
い
、
剃
髪
や
護
摩
が
で
き
な
い
お
寺
の

こ
と
で
す
。 

延
宝
三
年
の
登
録
を
受
け
て
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）

に
、
遍
照
寺
の
検
地
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
西
楽
寺
文
書
近
世

一
〇
一
四
号
）
。 

 

こ
の
検
地
に
と
も
な
い
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
二
月

十
一
日
、
西
楽
寺
か
ら
、
中
泉
代
官
松
平
市
右
衛
門
の
手
代
、

浅
井
十
左
衛
門
に
、「
高
平
山
遍
照
寺
由
緒
」（
西
楽
寺
文
書

近
世
六
号
）
と
い
う
文
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

要
す
る
に
、
「
こ
の
、
新
し
く
登
録
さ
れ
た
お
寺
は
ど
ん

な
お
寺
？
」
と
い
う
調
査
で
す
。 

 

「
高
平
山
遍
照
寺
由
緒
」
は
、
作
成
さ
れ
た
経
緯
や
書
か

れ
た
年
代
か
ら
、
高
平
山
遍
照
寺
の
成
立
を
伝
え
る
史
料
の

中
で
、
最
も
信
憑
性
の
高
い
史
料
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文

面
を
詳
細
に
読
ん
で
み
て
も
、
問
題
は
な
さ
そ
う
で
す
。 

 

「
高
平
山
遍
照
寺
由
緒
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

①
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
、
木
食
秀
海
と
い
う
人

物
が
、
高
野
山
か
ら
弘
法
大
師
像
を
持
っ
て
山
梨

（
袋
井
市
の
地
名
）
に
や
っ
て
き
て
、
こ
こ
に
大
師

堂
を
建
て
た
い
、
と
近
隣
住
民
に
交
渉
し
た
。 

②
飯
田
村
の
領
主
、
青
山
大
蔵
の
許
可
が
出
た
の
で
、

高
平
山
と
い
う
山
に
大
師
堂
を
建
て
た
。 

③
木
食
秀
海
は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
亡
く

な
っ
た
が
、
後
の
こ
と
は
西
楽
寺
に
頼
み
た
い
と
遺

言
し
た
の
で
、
西
楽
寺
が
高
平
山
遍
照
寺
を
管
理
す

る
こ
と
と
な
り
、
高
平
山
を
「
奥
院
」
と
名
付
け
た
。 

  

十
七
世
紀
初
頭
の
、
高
野
山
の
木
食
、
と
言
え
ば
、
豊
臣

秀
吉
か
ら
高
野
山
を
救
っ
た
、
木
食
応
其
（
も
く
じ
き
お
う

ご
／
一
五
三
六
～
一
六
〇
八
）
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
秀

海
は
、
応
其
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
人
物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
こ
の
史
料
か
ら
は
、
高
平
山
が
、
秀
海
の
遺
言
で

西
楽
寺
の
「
奥
院
」
と
な
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
遍
照
寺
住
職
は
西
楽
寺
住
職
の
兼
帯
と
な
っ

た
よ
う
で
す
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
〇
一
四
号
）。 

［
木
食
秀
海
墓
石 

右
］ 

元
禄
六
癸

酉

七
月
八
日 

（
ア
）
当
山
開
基
木
食
上
人 

乃
至
法
界
平
等
利
益 

 

［
木
食
秀
海
墓
石 

左
］ 

正
保
三
年 

（
ア
）
開
山
法
印
秀
海
上
人
不
如
意 

酉
七
月
八
日 

（
一
六
九
三
） 

（
一
六
四
六
） 

高
平
山
遍
照
寺
の
成
立
と 

開
山 

木
食
秀
海 



 

  

【
語
注
】 

※
木
食 

十
穀
を
断
っ
て
、
木
の
実
・
草
の
実
だ
け
を
食
す

る
と
い
う
難
行
（
木
食
行
）
を
行
う
人
の
こ
と
。 

 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、「
高
平
山
遍
照
寺
由
緒
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
六
号
） 

２
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
） 

３
、『
遠
江
国
周
智
郡
宇
刈
之
郷
西
楽
寺
本
末
帳
』（
西
楽
寺
文
書
近
世

八
〇
三
号
） 

４
、「
乍
恐
口
上
書
を
以
御
訴
詔
〔
訟
〕
申
上
候
」（
西
楽
寺
文
書
近
世

一
〇
一
四
号
） 

※
史
料
表
題
が
「 

」
で
括
ら
れ
て
い
る
も
の
は
文
書
、『 

』

は
冊
子
の
史
料
。〔 

〕
は
、
表
題
が
無
か
っ
た
た
め
、
史
料

紹
介
者
が
表
題
を
付
け
た
も
の
。
以
下
同
。 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、

一
九
六
四
年
）。 

２
、
平
岡
定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究 

中
世
・
近
世
編
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
八
年
）。 

３
、
山
中
豊
平
・
山
中
真
喜
夫
編
『
遠
淡
海
地
志
』（
一
九
九
一
年
）
。 

４
、
山
本
義
孝
「
天
台
宗
・
真
言
宗
の
動
向
」（
森
町
史
編
さ
ん
委
員

会
編
『
森
町
史 

通
史
編 

上
巻
』
第
四
編
第
八
章
第
二
節
、
森

町
、
一
九
九
六
年
）。 

５
、
前
田
正
明
「
概
説 

木
食
応
其 

―
秀
吉
か
ら
高
野
山
を
救
っ
た

僧
―
」（
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
特
別
展
「
没
後
四

〇
〇
年 

木
食
応
其 

―
―
秀
吉
か
ら
高
野
山
を
救
っ
た
僧

―
―
」』
二
〇
〇
八
年
）。 

「
高
平
山
遍
照
寺
由
緒
」

西
楽
寺
文
書

近

世

六

号 

 

（
包
紙
上
書
） 

「
高
平
境
内
御
検
地
■ 

中
泉
御
代
官
松
平
市
右
衛
門
殿 

 

御
奉
行
江

差
上
写  

 

御
手
代
浅
井
十
左
衛
門
殿 

 

」 

 

（
端
裏
書
） 

「
高
平
山
書
付
」 

 

高
平
山
遍
照
寺
由
緒 

元
和
元
年
乙

卯

歳
木
食
秀
海
上
人
従
二

高
野
山
一

弘
法
大
師
之

木
像
守
下
シ

、
山
梨
子
ニ

罷
在
、
大
師
堂
ニ

相
立
申
度
望
ニ
而

、

高
平
山
之
芝
間
を
、
飯
田
村
寿
徳
を
始
、
其
外
村
中
江

所
望

仕
候
所
ニ

、
平
芝
間
ニ
而

罷
在
候
。
殊
ニ

大
師
堂
建
立
事
ニ

候
間

尤
之
由
、
何
茂

談
合
ニ

候
。
其
比
飯
田
村
青
山
大
蔵
殿
御
領
地

ニ

罷
成
候
ニ

付
、
右
之
段
大
蔵
殿
ヘ

申
達
候
所
ニ

相
違
無
二

御 

座
一

候
故
、
木
食
高
平
建
立
仕
、
大
師
堂
相
立
申
、
六
拾
年

余
ニ

罷
成
候
。大
蔵
殿
御
取
替
以
後
御
代
官
高
宝
金
兵
衛
殿
、

松
平
清
左
衛
門
殿
御
父
子
三
代
右
之
通
ニ

被
二

成
置
一

被
レ

下

候
。
木
食
卅
六
年
以
前
ニ

死
亡
仕
候
刻
、
後
生
西
楽
寺
ヘ

頼
申

候
ニ

付
、
木
食
建
立
之
大
師
堂
高
平
山
西
楽
寺
ヘ

致
二

寄
進
一

候
。
従
レ

其
西
楽
寺
当
代
迄
四
代
支
配
仕
、
号
奥
院
と
罷
有

候
。
右
之
通
ニ

御
座
候
間
、
可
レ

然
様
ニ

被
二

仰
付
一

可
レ

被
レ

下

候
。
委
細
飯
田
村
庄
屋
衆
被
レ

存
候
。
以
上
。 

延
宝
六
年 

 
 
 
 
 
 
 

宇
苅
郷 

午
ノ

二
月
十
一
日 

 
 
 

西
楽
寺
判 

浅
井
捨
左
右
衛
門
殿 

（
一
六
一
五
） 

（
一
六
七
八
） 

（
寛
永
二
十
年
＝
一
六
四
三
年
） 



 

  
宥
香 

？
～
一
六
八
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

西
楽
寺
五
世
住
職
。
奥
州
岩
城
御
宝
殿
の
生
ま
れ
（
生
年

不
明
）。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
以
前
に
西
楽
寺
住
職
と

な
り
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
高
平
山
に
隠
居
。
貞
享

元
年
（
一
六
八
四
）
十
二
月
二
十
三
日
に
死
去
（
西
楽
寺
文

書
近
世
一
一
号
、
五
四
号
）。 

 

遍
照
寺
に
隠
居
し
て
い
た
時
に
、
遍
照
寺
の
焔
魔
堂
（
骨

堂
）
、
本
堂
を
建
立
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
）
。
ま
た
、

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
八
月
二
十
一
日
に
法
華
経
供
養
を

行
っ
て
い
る
（
高
平
山
大
仏
脇
法
華
経
供
養
塔
）
。 

 

高
平
山
に
隠
居
し
て
い
る
時
に
、
高
平
山
を
、
西
国
三
十

三
所
の
観
音
巡
礼
の
よ
う
に
整
備
し
た
ら
し
く
、
宥
香
存
命

中
は
、
連
日
、
貴
賤
、
僧
俗
、
男
女
を
問
わ
ず
参
詣
者
が
高

平
山
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
（
西
楽
寺
文
書
近
世
二
三
号
）
。 

高
平
山
大
仏
蓮
弁
銘
文
に
は
、
宥
香
は
高
平
山
の
「
中
興

開
山
」
だ
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
尊
昭
は
、
宥
香
の
手
腕
を
高

く
評
価
し
て
い
た
ら
し
い
。 

『
高
平
山
大
仏
建
立
施
主
附
写
』
（
西
楽
寺
文
書
近
世
三

一
一
八
号
）
を
見
る
と
、
現
森
町
の
谷
中
の
人
と
、
現
掛
川

市
の
細
谷
の
人
が
、
宥
香
の
た
め
に
寄
付
し
て
い
る
（
当
時

宥
香
は
故
人
）
。
地
域
に
親
し
ま
れ
た
人
だ
っ
た
ら
し
い
。 

木
食
直
心 

？
～
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

北
越
の
生
ま
れ
。
江
戸
に
出
て
来
た
も
の
の
、
身
上
を
つ

ぶ
し
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
江
戸
か
ら
遠
州
の
安
養

山
西
楽
寺
に
来
る
。
そ
こ
で
尊
昭
に
剃
髪
を
願
い
出
る
。
同

郷
の
よ
し
み
で
尊
昭
の
弟
子
と
な
り
、
直
心
と
名
付
け
ら

れ
、
高
平
山
大
師
堂
の
堂
守
と
な
る
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一

二
号
、
二
三
号
）。 

 

後
に
木
食
と
な
り
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
高
平
山

の
焔
魔
堂
（
骨
堂
）
、
本
堂
を
修
復
。
正
徳
初
年
か
ら
西
国

三
十
三
所
の
観
音
建
立
に
着
手
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

に
成
就
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
、
二
三
号
）。 

 

後
、
勧
進
を
行
い
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
二
月
十
七

日
、
高
平
山
に
大
仏
を
建
立
す
る
（
高
平
山
大
仏
）。 

 

享
保
三
年
七
月
に
、
高
平
山
の
寺
庵
を
建
立
す
る
た
め
、

尊
昭
に
無
断
で
願
成
寺
（
西
楽
寺
の
隠
居
所
）
周
辺
の
木
を

二
十
本
ほ
ど
伐
採
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
翌
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）
二
月
十
九
日
ま
で
に
、
尊
昭
か
ら
師
弟
の
縁

を
切
ら
れ
、
高
平
山
に
居
住
し
て
は
な
ら
な
い
と
役
所
に
命

じ
ら
れ
る
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
号
）。 

尊
昭 

？
～
一
七
二
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

西
楽
寺
八
世
住
職
。
「
西
楽
寺
中
興
」
と
呼
ば
れ
る
。
北

越
（
越
後
＝
新
潟
を
指
す
こ
と
が
多
い
）
の
生
ま
れ
（
西
楽

寺
文
書
近
世
一
二
号
、
二
三
号
）。 

 

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
、
西
楽
寺
住
職
宥
弁
が
隠

居
し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
（
一
七
〇
四
）
西
楽
寺
住
職
と

な
っ
た
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
）。 

 
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
、
剃
髪
を
求
め
て
き
た
北
越

出
身
の
人
物
を
、
同
郷
の
よ
し
み
で
弟
子
と
し
て
、
直
心
と

名
付
け
、
高
平
山
弘
法
大
師
堂
の
堂
守
と
し
た
（
西
楽
寺
文

書
近
世
一
二
号
、
二
三
号
）。 

 

宝
永
地
震
（
一
七
〇
七
）
に
よ
り
被
害
を
う
け
た
西
楽
寺

一
山
の
復
興
に
当
た
る
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
）。 

 

西
楽
寺
一
山
の
復
興
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
直
心
と

と
も
に
、
本
格
的
に
高
平
山
の
整
備
に
乗
り
出
し
、
西
国
三

十
三
所
の
観
音
建
立
（
正
徳
三
年
＝
一
七
一
三
）
や
高
平
山

大
仏
の
建
立
を
成
し
遂
げ
る
（
享
保
三
年
＝
一
七
一
八
）
。

そ
の
背
景
に
は
、
宥
香
の
業
績
に
対
す
る
高
い
関
心
が
あ
っ

た
ら
し
い
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
、
二
三
号
ほ
か
）。 

 

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
八
月
二
十
六
日
死
去
（
西
楽

寺
文
書
近
世
五
四
号
）。 

高
平
山
遍
照
寺
を
発
展
さ
せ
た
三
人
の
重
要
人
物 

宥
香
・
尊
昭
・
木
食
直
心 



 

  
〔高平山縁起下書〕西楽寺文書近世 23 号 

高平山の縁起（歴史）を書いた下書。縦 287mm

×横 380mm。年月日、作成者等不明だが、文章

中に、「木食直心を弟子にした」とあるため、

執筆者が西楽寺第８世住職尊昭だと分かる。 

 高平山に隠居していた宥香が、高平山を西

国三十三所の観音巡礼のように整備し、大勢

の参詣者を集めたことや、尊昭が宥香の路線

を継承して高平山を整備しようとしていたこ

と、江戸から北越出身の人物が来たので、出家

させ直心と名付け、高平山の整備を任せたこ

とを記す重要史料。下の翻刻は文字組みを整

え読みやすくしたもの。 

西
楽
寺
の
地
域
活
動
の
拠
点
、
高
平
山 

 

宥
香
が
整
備
し
、
尊
昭
が
そ
の
路
線
を
引
き
継
い
だ
高
平

山
は
、
遠
近
か
ら
様
々
な
人
が
集
ま
る
場
所
で
し
た
。 

 

宥
香
や
尊
昭
が
高
平
山
に
関
心
を
持
ち
続
け
た
理
由
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

高
平
山
は
、
宥
香
、
尊
昭
の
後
、
幕
末
ま
で
、
御
影
供
や

開
帳
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
会
場
で
あ
り
、
多
く
の

人
々
を
集
め
続
け
る
場
所
で
し
た
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
四

号
、
一
〇
一
八
―
二
号
）。 

 

そ
し
て
そ
こ
で
は
、
勧
進
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

高
平
山
は
、
人
々
を
集
め
、
西
楽
寺
が
地
域
と
関
わ
る
活

動
を
行
う
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

    

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
号
） 

２
、〔
直
心
訴
訟
一
件
断
簡
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
号
） 

３
、〔
一
と
つ
の
鐘
鋳
造
の
た
め
の
寄
附
依
頼
文
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世

一
四
号
） 

４
、〔
高
平
山
縁
起
下
書
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
二
三
号
） 

５
、『
住
職
実
名
年
月
取
調
書
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
五
四
号
） 

６
、「
乍
恐
口
上
書
を
以
御
訴
詔
申
上
候
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
〇
一

四
号
） 

７
、『
勧
化
帳
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
〇
一
八
―
二
号
） 

〔
高
平
山
縁
起
下
書
〕

西
楽
寺
文
書

近
世
二
三
号 

蓋
し
聞
、
夫
当
山
ハ
木
食
秀
海
上
人
之
開
基
な
り
。
上
人
生
国
は
紀

州
。
則
高
野
山
に
出
家
し
、
元
和
元
年
当
山
弘
法
大
師
御
影
を
負
ひ
、

錫
を
飛
し
、
当
国
に
来
て
遠
近
郷
里
之
帰
依
を
蒙
り
、
殊
に
飯
田
・
三

沢
の
邑
寿
徳
・
寿
泉
両
人
ハ
大
願
主
と
な
り
、
此
山
を
附
属
し
、
此
峯

を
栖
と
す
。
大
師
堂
は
浜
松
五
村
之
古
屋
一
宇
を
上
人
に
帰
附
し
而
、

〔
大
師
／
翻
刻
者
補
〕
を
安
置
し
奉
る
。
山
号
を
高
平
山
と
な
つ
け
、

寺
号
を
遍
照
寺
と
名
つ
く
。
是
よ
り
繁
栄
す
と
い
へ
り
。
上
人
遷
化
之

寛
永
二
十
年
壬
午
後
、
数
十
年
を
経
て
西
楽
寺
之
住
宥
香
法
印
遍
照

寺
に
閑
居
し
、
貴
賤
の
僧
俗
・
弟
子
等
麓
を
挙
ケ

峯
に
分
け
、
登
事
日

〻
に
絶
へ
す
と
な
り
、
香
法
印
遠
紀
之
星
霜
捍
移
て
壊
乱
極
ぬ
。
依
レ

茲
壮
年
以
下
之
男
女
山
の
名
を
た
に
知
こ
と
な
し
。
予

思
ら
く
当
山
□

繁
昌
に
し
、
貴
賤
参
詣
■
な
る
は
、
高
野
山
亦
ハ
西
国
三
十
三
所
を
巡

願
に
こ
と
な
ら
す
、
冥
応
せ
し
め
給
へ
と
許
誓
之
、
或
時
ハ
護
摩
を
修

し
、
或
時
ハ
修
多
羅
を
読
誦
す
。
今
般
天
運
循
環
し
、
宝
永
年
中
に
北

越
の
住
人
武
陽
よ
り
来
て
、
予

に
鬢
髪
を
落
さ
ん
こ
と
を
こ
ふ
。
予

又

敢
て
固
辞
す
る
こ
と
な
し
。
結
縁
の
弟
子
と
し
、
法
名
を
直
心
と
名

く
。
信
心
日
〻
に
厚
く
し
、
木
食
と
な
り
、
夜
ハ
大
師
宝
前
に
諸
仏
を

念
し
、
昼
ハ
村
里
を
翔
り
。
貴
賤
の
門
戸
に
錫
を
振
て
鉢
を
乞
ひ
、
仏

祖
の
荘
厳
に
な
し
、
正
徳
の
初
よ
り
西
国
三
十
三
所
の
観
音
を
建
立

せ
ん
こ
と
を
願
ひ
、
□
主
を
勤
め
鉢
を
乞
ひ
、
終
に
三
十
三
躰
之
尊
像

を
成
就
す
。
抑
弘
法
大
師
ハ
自
証
□
□
法
界
躰
性
智
大
日
如
来
な
り
。

故
に
遍
照
金
剛
と
名
く
。
観
音
■
薩
像
ハ
躰
性
の
分
身
、
妙
観
察
智
□

□
如
来
の
化
身
、
蓮
花
部
中
娑
婆
有
縁
の
の
尊
な
り
。
是
以
て
自
性
清

浄
に
し
て
、
一
度
参
詣
之
輩
ハ
七
難
を
滅
し
、
七
福
を
生
す
る
こ
と
、

誰
か
疑
ひ
あ
ら
ん
や
。
経
に
ハ

■
弘
誓
源
如
海
歴
功
不
思
議
と
説
け

り
。
崇
む
へ
し
、
信
す
へ
し
。（
後
欠
か
） 



 

  
大
仏
建
立 

 

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
二
月
十
七
日
、
高
平
山
に
大
仏

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
願
主
は
木
食
直
心
、
点
眼
は
西
楽
寺

住
職
尊
昭
で
す
。
六
角
堂
の
大
仏
殿
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

下
の
年
表
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
尊
昭
は
住
職
と

な
っ
て
す
ぐ
に
高
平
山
の
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
宝
永

地
震
に
よ
り
復
興
に
集
中
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
高
平
山

整
備
が
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

復
興
の
目
途
が
立
っ
た
正
徳
の
頃
か
ら
活
動
を
再
開
し

ま
す
。
享
保
三
年
の
大
仏
建
立
は
、
遍
照
寺
の
建
物
修
復
、

三
十
三
所
の
観
音
建
立
な
ど
の
、
一
連
の
整
備
の
仕
上
げ
と

し
て
行
わ
れ
た
活
動
の
よ
う
で
す
。 

 

尊
昭
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
西
楽
寺
本
堂
東
前
の

十
所
権
現
を
建
て
替
え
て
い
ま
す
が
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一

六
五
五
号
）
、
こ
れ
は
、
既
に
こ
の
時
大
仏
建
立
を
計
画
し

て
お
り
、
大
仏
殿
鎮
護
の
た
め
に
整
備
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

十
八
世
紀
初
頭
、
尊
昭
に
大
仏
建
立
の
ひ
ら
め
き
を
与
え

た
も
の
は
、
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
、
東
大
寺
の
大
仏
復

興
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）、
兵
火
に
よ
っ
て
消
失
し
た
東 

高
平
山
大
仏
の
建
立
と 

西
楽
寺
の
地
域
活
動 

年月日 事項 根拠史料

延宝元年（1673）

　～貞享元年（1684）

宥香、高平山に焔魔堂（骨堂）と本堂を建

立。

『当山諸由緒扣』（11）

宝永元年（1704） 尊昭、西楽寺第８世住職となる。 『当山諸由緒扣』（11）

宝永元年（1704） 江戸から、身上をつぶした北越出身の人物が

来て、西楽寺尊昭の弟子となり、「直心」と

名付けられる。

〔高平山縁起下書〕（23）

「高平山之様子」（1012）

宝永３年（1706） 尊昭、西楽寺境内十所権現を建て替える。 〔十所権現棟札下書〕（1655）

宝永４年（1707）10月４日 宝永地震。西楽寺一山が被害を受けたため、

尊昭はその復興に尽力することとなる。

『当山諸由緒扣』（11）

正徳元年（1711） この年までに、西楽寺一山の復興に目途が

立った。

『当山諸由緒扣』（11）

正徳元年（1711） 木食直心、高平山の焔魔堂（骨堂）と本堂を

再建。

『当山諸由緒扣』（11）

正徳初年（1711年頃） 木食直心、西国三十三所の観音の建立に着

手。

〔高平山縁起下書〕（23）

正徳３年（1713）２月 木食直心、西国三十三所の観音（工匠角左衛

門）を成就。点眼。

『当山諸由緒扣』（11）

享保３年（1718）２月17日 高平山大仏建立。 『高平山大仏建立施主附写』（3118）

『高平山大仏建立銘文写』（3121）

享保４年（1719）２月19日 木食直心、高平山を追放される。 〔直心訴訟一件断簡〕（12）

表：高平山大仏建立関係年表

【凡例】

１、「根拠史料」欄の、史料名の後ろの（　）内の数字は、西楽寺文書の文書番号である。

大
寺
大
仏
と
大
仏
殿
は
、
東
大
寺
の
公
慶
と
そ
の
後
継
者
た

ち
の
尽
力
に
よ
り
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
大
仏
再
興
、

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
大
仏
殿
再
興
を
実
現
し
ま
し
た
。 

 

再
興
に
先
立
つ
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）、 

東
大
寺
の
大
仏
は
、
全
国
的
に
年
貢
の
よ
う
に 

お
金
を
集
め
る
寄
付
の
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
仕
組
み
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
全 

国
的
に
大
仏
復
興
の
知
名
度
を
上
げ
る
結
果
に 

な
っ
た
、
と
評
価
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。 

 
江
戸
時
代
の
東
大
寺
大
仏
復
興
は
、
観
光
や 

地
域
振
興
の
観
点
か
ら
も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。 

尊
昭
は
、
宥
香
の
頃
の
高
平
山
の
賑
わ
い
を 

再
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
折
に
耳
に
入
っ
た
大
仏
再
興
。
尊
昭 

に
、
高
平
山
整
備
の
仕
上
げ
と
し
て
、
大
仏
を 

建
立
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
て
も
、
不 

自
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、『
高
平
山
大
仏
建
立
施
主
附
写
』 

を
見
る
と
、
ほ
ぼ
、
寄
付
金
を
集
金
し
た
順
番 

に
村
々
が
配
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

西
楽
寺
と
高
平
山
の
周
辺
で
集
金
し
た
後
は
、 

北
上
し
て
森
町
の
方
へ
。
森
町
の
北
か
ら
二
俣 

へ
行
き
、
磐
田
や
浜
松
へ
。
東
へ
は
、
東
海
道
を
通
っ
て
愛

野
か
ら
掛
川
、
菊
川
へ
。
当
時
の
道
を
活
用
し
た
勧
進
活
動

で
す
（
こ
の
段
落
は
現
在
の
地
名
で
書
い
て
い
る
）。 



 

  

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、
『
高
平
山
大
仏
建
立
施
主
附
写
』
（
西
楽
寺
文
書
近
世
三
一
一
八

号
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
平
岡
定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究 

中
世
・
近
世
編
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
八
年
）。 

２
、
山
中
豊
平
編
著
・
山
中
真
喜
雄
編
『
遠
淡
海
地
志
』（
一
九
九
一

年
）。 

３
、
西
山
厚
「
公
慶
上
人
の
生
涯
」
（
Ｇ
Ｂ
Ｓ
実
行
委
員
会
編
『
ザ
・

グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
四
号 

論
集 

近

世
の
奈
良
・
東
大
寺
』
東
大
寺
発
行
／
法
藏
館
制
作
・
発
売
、
二

〇
〇
六
年
）。 

４
、
平
岡
昇
修
「
奈
良
の
復
興
は
大
仏
再
建
か
ら
―
―
江
戸
中
期
の
奈

良
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
た
「
勧
進
」
と
「
寄
進
」
―
―
」（『E

U
R
O
-

N
A
RA
SI
A 

Q

』
５
、
二
〇
一
六
年
）。 

正面 

側面（左から） 背面 

『高平山大仏建立

施主附』（西楽寺文

書近世 3118 号） 

総高 4.06m

像高 3m

台座高 1.06m

建立年 享保３年（1718）

願主 木食直心

点眼 尊昭（西楽寺住職）

木形仏師 木村主計

駿遠両国鋳物師惣大工（監修） 山田七郎左衛門尉藤原種満（森町住）

鋳物師御大工 太田近江藤原正次（江戸住）

小工 豊満九郎兵衛教春

田中太右衛門尉

岩崎戸兵衛尉次重

高平山大仏（青銅製　胎蔵大日如来坐像）



 

③ 

護
持
檀
越
多
少
貴
賤 

二
世
願
望
皆
悉
成
弁
祈
祷
所
如
件 

奉
建
立
丈
六
大
日
如
来
第
願
主 

安
養
山
西
楽
寺
八
葉
法
印
尊
昭
弟
子 

当
山

木
食
直
心 

木
形
仏
師
木
村
主
計
法
橋 

駿
遠
両
国
鋳
物
師
惣
大
工 

 
 

 

森
町
住 

山
田
七
郎
左
衛
門
尉
藤
原
種
満 

鋳
物
御
大
工
江
戸
住 

 
 
 
 
 
 

太
田
近
江
藤
原
正
次
造
之 

 
 
 
 
 
 

小
工 

豊
満
九
郎
兵
衛
教
春 

田
中
太
右
衛
門
尉 

岩
崎
戸
兵
衛
尉
次
重 

護
持
施
主
御
連
名
次
第
不
順 

高
平
山
大
仏 

蓮
弁
銘
文
翻
刻
（
抄
） 

② 

維
享
保
第
三
戊
戌
年
二
月
十
七
日 

飯
田
村 

発
叟
勇
徳
居
士 

当
山
開
山
木
食
秀
海
上
人 

同
中
興
開
山
法
印
宥
香 

 

金
輪
上
皇
天
長
地
久 

 

天
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泰
平
五
穀
成
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郷
内
繁
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上
野
軍
大
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萬
民
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楽
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蓮弁の位置と銘文対応図 

袋
井
市
歴
史
文
化
館
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年
度
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画
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中
遠
の
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刹 

真
言
宗
西
楽
寺
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高
平
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期
間
：
令
和
三
年
二
月
一
日
（
月
）
～
四
月
三
十
日
（
金
） 

会
場
：
袋
井
市
歴
史
文
化
館
（
袋
井
市
浅
名
一
〇
二
八
番
地
） 

電
話
：
〇
五
三
八
―
二
三
―
九
二
六
九
（
月
～
金
） 
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一
色
村

冨
永
吟
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金
五
両
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六
親
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妙
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大
姉

相
雲
宗
梧
居
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内
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観
窓
妙
音
童
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弐
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梅
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金
五
両
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六
親
眷
属
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伊
藤
孫
三
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自
発
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就
迄 

金
三
百
五
拾
五
両
三
分
弐
百
文 

金
銀
米
鉸
下
金

等
志
施
主
所
願 

上
来
者
銘
文
之
外
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成
就
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我
覚
本
不
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出
過
語
言
道 

諸
過
得
解
脱 

遠
離
於
因
縁 

知
空
等
虚
空
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願
以
此
功
徳 

普
及
於
一
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我
等
与
衆
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皆
□
成
仏
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遠
州
山
名
郡
飯
田
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高
平
山
遍
照
寺
兼
帯
之
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西
楽
密
寺
法
印
尊
昭
大
和
尚

点
眼
之
訖
当
山
駆
使
十
之
介

藤
七
郎 
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